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第5章　 結 論

第1章　 緒 言

1924年Sandison1)に より創始 された兎耳透 明室装

置はClark夫 妻2), Abell3), Williams4)5)ら によ り種 々

の改良が加 え られ,現 在 で は血 管,リ ンパ管の発

生6)-9)17),血管 に対す る薬物 の作 用3),組織 器 官 の移

植10)-12)異物反応の観察13)-15),腫瘍細胞の研究16)など

の多方面の研究 に広 く応用 されてい る.

一方,近 年薬理学の進歩 とと もに合成副腎皮質 ス

テ ロイ ド剤が多数 開発 され,臨 床上広 く使用 されて

お り,耳 鼻咽喉科領域 において も,全 身的あるいは

局所的に盛 んに用 い られ るよ うにな った.殊 に,急

性あるいは慢性中 耳炎に起因す る頑固な耳漏 に対 し

て,プ レ ドニゾロン,デ キサ メサゾ ン,ベ ーターメ

サゾンな どの合成副腎皮質ステ ロイ ド剤 の局所使用

が有効であることが多 くの研究者に より報告 されて

いる.こ れ らの副腎皮質ステ ロイ ド剤 の全身投与 に

よる抗炎症作用 については,す でに多数 の基礎 的お

よび臨床的報告が あるが,こ れ らを局所使用す る際

の抗炎症効果については必ず しも十分 明 らか にされ

てはいない.

著者 は第 Ⅰ編の臨床統計的観察で急性 中耳炎の治

療 の際,ベ ー ターメサゾンの局所使 用が薬剤の温度

によ りその効 果を著 しく変 えることを見た.そ こで

本剤の温度 とその抗炎症作用に関 して, Williamsの

兎耳透明室装置 を用 いてin vivoで 観察 を行 ない,

若干の興味あ る成績 を得 た.以 下に報告 し,御 批判

を得たい と考 えた.

第2章　 実験材料および方 法

A 実験動物

体重3-4kg,耳 介の長 さ12cm以 上 の健 康 な雄

の成熟家兎を使 用 した.家 兎は終始 固型飼料(オ リ

エンタル酵母工業KKRC-5)を 自由に与 え,室温で

飼育 した.

B 実験方 法

兎 を無麻酔下 に固定台 に仰臥位に固定 し,耳 介 を

カ リ石鹸および10%オ スバ ン液にて各15分 間洗滌消

毒 した.次 に耳介根部 に1%プ ロカイン液で伝達麻

酔 を行ない,図1の 如 き透 明室装置 をWilliams4)の

原法に従い,装 着 した(図2).術 創か らの分 泌液

が止ま るまで,す なわち,約1週 間70%ア ル コール
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液, 20%イ ソ ジ ン液 に て 清拭 し,術 後10-14日 間10

% chloramphenicol succinate溶 液 を30mg/kg宛

毎 日腰 筋 内 に 注 射 して極 力 局 所 の 感 染 防止 に努 めた.

図1　 schema of stainless steel chamber

図2　 兎 耳 に装 着 され たsteel chamber

a. 耳 介 内 面 b. 耳 介 外 面

透明室内に成熟血管叢 が完成 し,安 定 した微小循

環 が確立 した後,す なわち,透 明室装着後6週 間後

に透明室 を開 き,直 接,副 腎皮質ステ ロイ ド剤(ベ

ーターメサ ゾン液)0 .01mlを マイクロシリンジにて

注入 した.ま た,対 照群 には薬剤のかわ りに同量 の

生理的食塩水を注入 した.注 入の操作 は極力無菌 的

に行な った.先 ず,透 明室外側面を37℃ の生理的食

塩水にて十分に洗 滌 した.生 理的食塩 水での洗滌 を

続 けなが らこれに37℃ に加温 した10%オ スバ ン液 を

滴下 し,漸 次オスバン液の量 を増 し,生 理 的食塩水

と置換 した.約5分 間10%オ スバ ン液にて消毒 した

後,今 度 は同様 の操作 を生理的食塩水 にて行な い,

オスバ ン液 を置換 した.次 にフ ック にて透明室上面

のマイカ板(図1のMica F)を で きるだけ丁寧 に

もち上 げ透明室の開放 を行 なって成熟血管叢組織上

にベー ターメサ ゾン もし くは生理的食塩水の各0.01

mlを 注入 した.ベ ーター メサゾ ンは1000倍 稀釈液で,

 37℃ に加温 された もの, 20℃ に保存 された もの,お

よび冷蔵庫(4℃)に 保存 された ものの3種 を用 い

た.投 与後直 ちに透明室 を閉鎖 し,閉 鎖直後 よ り経

時的 に30分, 1, 2, 3, 6, 12, 24時 間, 2, 3,

 4, 5, 7日 後の各時点において光学顕微鏡下 に生

体観察 し,フジカラーR100フ イル ムを用いて写真撮

影 を行 なった(図3).観 察倍率 は10-300倍 である.

光およ び熱によ る組織障害 を極 力防止 す るため,フ

ィルター(東 芝UV-39)お よび水槽 を光源 との間に

介在 させた.透 明室の厚 さはすべ て60μ とした.

図3　 steel chamberの 観 察

第3章　 実験成績

A 生理的食塩水注入による対照実験-透 明室開

放 による機械的炎症の作成

透明室1 (37℃生 理的食塩水0.01ml注 入)

透明室2 (37℃ 生理的食塩 水0.01ml注 入)

透明室3 (37℃生 理的食塩水0.01ml注 入)

次項の薬剤投与の対 照 実験 とす るた め0.9%食 塩

水(生 理的食塩水)0.01mlを 透 明室 内に注入 した.
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透明室開放 による機械的炎症 にお ける透明室内の変

化を質的,量 的に客観的 に表わす ためAllison35)の

熱刺激によ る炎症 における観察 にな らい,微 小循環

動態 にお ける変化 の うち,次の4項 目を指標 として,

その消長 を経 時的に観察 した.す なわ ち,①stasis

(血流の うつ滞な いし血行停止):微 小循環動態異常

の1つ であ り,細 動脈,細 静脈,毛 細血管 などの血管

運動性が消失す るため,血 流が停止す る.原 則的 に

は可逆的な ものであ る.② 血 管 内赤 血球 凝 集現象

intravascular erythrocyte agglutination (IEAと

略す):微 小循環 動態異常 の1つ.循 環 して いる赤

血球 が凝塊 をな して流れ る現象 で, 1852年Coccius

によ り指摘 され,爾 来,血 管内赤血球凝集 とよばれ,

赤血球がたがいに付着 して流れ るので,丁 度顆粒円

柱のよ うにみ えgranular flowと もいわれてい る.

ルー ロー形成(roulesux formation)や スラッジ現

象(sludge phenomena)と いわれるもの はIEAに 含

まれる.③ 出血:細 静脈側毛細血管の周囲,と くに

小血管の分岐部に多くみ られる.漏出性出血 と血 管壁

破壊による破綻 性出血 とがあ る.④ 滲 出液: stasis

が長 く続 くとischemiaの た め血 管内皮 が損傷 され,

そ こから血漿 が喪失す る.こ のた め血管周囲の支持

組織 は浮腫液のため厚 くな り,血 管構造 は極めて観

察 しに くくな る.ま た,白 血球 をはじめ とす る遊走

細胞 が血管外組織 に存在 してい る.以 上 の4現 象を

指標 として透 明室 開放 による機械的炎症の動態 を透

明室1, 2お よび3に つ いて観察 した.以 下 に対照

実験 にお ける変化 として まとめて記述 す る.

閉鎖直後 よ り透 明室内血管,就 中細 静脈およびこ

れに近い部位 の毛細血管の血流は緩徐 とな り,と こ

ろ どころに血 液の濃縮,さ ら に血行停止(stasis)が

起ってい るのが見 られた(写 真1). 30分 後stasis

は一層著明にな り, 1-2時 間後 頃 か らstasisの

著明な細静脈 および毛細血管の分 岐部 を中心 に少量

の漏出性出血 が観察 された(写 真2).こ れ と並行

して, IEAが ところどころに見られ るようにな り(写

真3),血 管周囲組織に白血球 をは じめ とす る円形

細胞 を含ん だ少量の滲出液が出現す るのが認 め られ

た(写 真4). stasisは 時間の経過 ととも に漸 次 広

範囲の血管 に拡が り,透 明室 閉鎖後12時 間-2日 後

に最大 とな り,以 後,緩 徐 にではあるが,静 脈側よ

り次第に改善 されてい き, 5日 後 にはほぼ正常の微小

循環動態 に回復 した.血 管内赤血球凝集現象(IEA)

は一過性で数 時間後 には改善す る可逆性の もの と,

そのまま血栓に移行する ものとが あ り,血 栓形成を

起 した部分では血流が途絶 え,出 血,白 血球の血管

壁への粘着,血 管外へ の漏 出,滲 出 などが強 く起 っ

て きた.出 血,滲 出な どの変化 は約24-48時 間後 で

最強 とな り,以 後 は自家融解,大 食細胞な どによ り

処理 され,漸 次 吸収 され, 7日 後にはほ ゞ消失 した

(写真5).

B. 副 腎皮質 ステロイ ド(ベ ー ターメサゾン)注

入 実験-薬 剤 の温度差 による抗炎症作 用の変化

透 明室4 (37℃ ベーター メサゾ ン0.01ml注 入)

注入 直後,細 静脈側の毛細血 管において軽度の血

流の緩徐化 をみたが, 30分 後 には回復 した. 3時 間

後,血 管周囲腔 に軽度の浮腫性 変化 を見 たが(写 真

6),対 照実験 にみられたよ うなstasis, IEAあ る

いは血球 の血管外への漏出など,観察領域の微小循環

には っきりした炎症反応を認 めなか った(写 真7).

 24時 間後 には血管周囲にわず かに認 め られていた浮

腫性変化 も消失 し,観 察腔は開放前の安定な微小 循

環 を確立 した.

透明室5 (37℃ ベー ターメサゾン0.01ml注 入)

透明室4に み られた と同様 に,注 入後3-12時 間

まで観察腔中央部の細 静脈 および毛細血管周 囲に軽

度の浮腫性変化 を認 めたのみで,こ の期間対 照実験

で散在性 に見 られた血 流の緩徐化,静 止,漏 出性 出

血,血 栓形成な どはほ とん ど見 られなか った. 24時

間後にはほ ゞ正常 な循環 を回復 した(写 真8).

透明室6 (20℃ ベー ターメサ ゾン0.01ml注 入)

注入直後血流が緩徐 とな り,観 察腔 の数個所で血

流が静止 し,い わゆるstasisの 像 を見 た. 30分 後

には主 として毛細血管分岐部 を中心 に散在性 に少量

の漏出性出血を認めた(写 真9). 2-3時 間後出

血はほ ゞ最大 とな り,以 後は漸次減少 して いった.

この頃,血 管周囲組 織に滲 出液 による浮腫像を認 め,

 24時 間後 も軽度 に存在 していた.ル ー ロー形成や ス

ラッジ現象な どのIEA像 は認めなかった.

透明室7 (4℃ ベーターメサ ゾン0.01ml注 入)

注入直後 にす でに諸 所に血 流静止像(stasis)を

認めた. 30分 後 にはstasisは 更 に広 範囲 の血管 に

拡 が り,漏 出性 出血, IEA現 象 も加わ って微小循環

系 は対照実験 における変化 とほ ゞ同程度 の炎症反応

を示 した(写 真10). 6-12時 間後,微 小循環 は更

に変化 し, stasisの 強 い部で血管内赤血球 が塊 りを

作 って くる と同時 に血管内に 白血球 の数 が目立 って

くるよ う にな り,血 管壁 をころが りなが ら流 れる像

を呈 した(写 真11).こ の時期には細静脈 周囲の結

合組織 は明 らか に水腫状 とな り,遊 出 した白血球 が
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写真1　 透明室1,対 照実験, 30分 後

 細静脈 および静脈側,毛 細血管 の広汎なstasis

 ×150

細動脈 毛細血管 細静脈

写真2　 透 明室3,対 照実験, 2時 間後

 細 静脈側毛細血管 にお ける漏出性出血 ×30

出血 毛細血管 細静脈

写真3　 透明室3,対 照実験, 2時 間後

 細静脈 にお けるIEAと 漏出性 出血 ×150

出血 細静脈IEA

写真4　 透明室2,対 照実験, 6時 間後

 円形細胞 を含んだ 〓出液(血 管構造の不鮮明化)

 ×300

遊出円形細胞 毛細血管

写 真5　 透 明室1,対 照実験, 7日 後

 ほぼ正常 な微小循環 ×50

細静脈 毛細血管

写真6　 透 明室4, 37℃ ベーターメサゾン, 30分 後

 少量の円形細胞 を含んだ〓出液 ×50

〓出液
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写真7　 透明室4, 37℃ ベーターメサ ゾン, 6

時間後,均 等 な血流 を もった正常 な微小循環

 ×150

写 真8　 透 明室5, 37℃ ベ ー ター メサ ゾ ン,

 24時 間後,正 常 な微 小 循 環 ×50

毛細血管 細静脈

写真9　 透 明室6, 20℃ ベ ー ター メサ ゾ ン,

 30分 後,散 在 性 の漏 出 性 出 血 ×30

出血

写 真10　 透 明 室7, 4℃ ベ ー ター メ ゾ ン, 30分 後

細 静 脈 のstasis,毛 細 血 管 のIEA,分 岐 部 の

漏 出 性 出血 お よ び円 形 細 胞 を ふ くむ 〓出 液 な ど

をみ る ×150

出血

〓出液 細 静 脈(stasis) IEA

写真11　 透 明 室7, 4℃ ベー ター メ ゾ ン,

 6時 間後,血 管 壁 へ の 白 血 球 粘 着 ×200

白血球粘着

写 真12　 透 明室8, 4℃ ベ ー ター メサ ゾ ン,

 30分 後,漏 出性 出血 強 拡 大 ×300

出血
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散 見 された. 24時 間後頃か ら微小循環 は次第 に改善

してい き,出 血巣,滲 出液 も漸 次吸収処理 されて,

 5日 後 にはほ とん ど消失 した.

透 明室8 (4℃ ベーターメサゾン0.01ml注 入)

30分 後 よ りstasisの 強 い細静脈および細静脈付近

の毛 細血管 の諸所 に漏出性出血 を認 めた(写 真12).

時 間の経過 と ともにこの出血 は増大 し, 24-48時 間

後 に最大 とな り,以 後漸次減少 していった.血 流の

静止,白 血球の粘着,遊 出 などの像 も散 見 されたが,

本透 明室 では出血 が優性に見 られ(写 真13),こ れ

の吸収 にほ ゞ7日 を要 した.

写 真13　 透 明 室8, 4℃ ベー ター メ サ ゾ ン,

 3日 後,残 存 出血 巣 ×30

出血

第4章　 総 括 な らび に考 按

兎 耳 透 明 室装 置 はすで にWilliams4)13-15)ら が指 摘

して い るよ うに,同 一 生 体 組織 を長期 間 に わ た っ て

く りか え し顕微 鏡 下 に直 接 観 察 で き,煩 雑 な準 備 な

しに 写 真 記 録 を行 ない うるな どの 利点 を もつ た め,

組 織 の 新生6)-9)17),異物 反応13)-15),移植組 織の消 長10)-12),

腫 瘍 細 胞 の増 殖16)な どの 多 方 面 の研 究 に広 く応 用 さ

れ て い る.刻 々移 りか わ る生 体 組 織 反 応 の 動 的 な把

握 が で き るた め,薬 剤 の 作 用 に 関す る研 究 に も非 常

に優 れ た方 法 で あ る.事 実,過 去, Abell28), Wilson29),

 Levinson30), Ebertら31)-33), Williams10)ら な どが 本

法 を用 いて 薬 剤 の 生 体 組織 へ の 影 響 を観 察 して い る.

しか し,こ れ らの 報 告 は い ずれ も薬 剤 を血 管 内 な い

し筋 肉 内 に投 与 す るい わ ゆ る全 身 投 与 で あ り,透 明

室 内 に直 接 投 与 して,そ の局 所 作 用 を見 た もの で は

な い.著 者 は透 明室 を開 放 し,新 生組 織 上 へ 直接 薬

剤 を投 与 して,主 と して 新 生 組 織 の血 管 に お け る微

小 循環 動態 の 変化 を指 標 と して 薬剤 の局 所 作 用 を検

討 し た.

Ⅰ. 微 小 循 環microcirculationの 形 成 とそ の正

常 動 態 につ い て

兎 耳 透 明室 に お け る血 管 叢 の形 成 過 程 に つ い て は

大 崎13),斉藤14),旭15)らが 既 に詳 細 に観 察 し,① 線 維 素

網 組 織 の 形成,② 毛 細 血 管 叢 の新 生(formation of

 primitive capillary network),③ 成 熟 血 管 叢 の 完

成(transformation of original plexus)の3期

に 大別 して い る.す な わ ち,母 血 管 か ら多 数 の 内皮

の 芽 出(endothelial sprouting)に よ り新生 された

毛 細 血 管 は相 互 に急 速 に吻 合 を く りか え しな が ら係

蹄 を形 成(loop formation)し,幼 若 な毛 細 血 管 網

を形 成 して い く.こ れ と並 行 して血 流量 の 増減 と密

接 に関 係 しつ つ,新 生 毛細 血 管網 の 変革 が起 る.す

な わ ち,血 流 の 増 加 す る部 で は成 熟 毛細 血 管,細 動

脈,細 静 脈 の 分 化 が 見 られ,血 流 の減 少 した毛 細 血

管 は萎 縮,消 滅 して い き,約30日 で透 明室 内 に安 定

した成 熟 血 管 叢,す なわ ち微 小 循 環 系 が 完 成 され る.

こ の よ うに して 完成 され た血 管 叢 組 織 は比 較 的 安 定

で あ るが,さ さい な刺 激 で そ の循 環 動 態 に異 常 を き

た しや す く,い か な る状 態 を もっ て正 常 動 態 とす る

か につ いて は,必 ず し も十 分 明 らか で はな い.し か

し, 1957年Weis-Fogh34)は 微 小 循 環 の 正 常 状態 に

つ い て 次 の4項 目 を 提 示 した.①40-100倍 で観 察

した と き,血 流 は均 等 に ホ モ ゲ ー ン な外 観 を皇 して

い る.② 細動 脈 と細 静 脈 で は血 管 壁 に沿 って,明 る

い透明な血漿 の層の辺縁流(marginal stream)が

あ り,そ の中 に有形成分 を含んだ赤色のいわゆる中

軸 流(axialstream)が 流れている.こ の現 象は流

体力学 的に形 の大 きい,流 速のおそい物体 が流れの

中心部においや られ る現象 によ り生ず る ものである.

③哺 乳動物 では白血球 は常 に赤血球よ り大 きい.し

たが って,血 流中 にあっては,形 の大 きい白血球は

必 らず 中軸流中 に入 って流れ るわけで,決 して血管

壁 を這 うよ う転回 した り,血 管壁に付着 した りしな

い.④ 真性毛細血管で は赤血球は1個1個 わかれて

流 れる.正 常状態で は,常 に一 定方 向にのみ流れ,

突然方向 を変 えた り,血管内で振子状運動を した り,

また,有 形成分 と血漿成分が分離 して流れ た りす る

ことはない.

著者 も兎耳透明室装置内に形成 された微小循環系

の観察か ら同様の成績 を得,ほ ゞこの判定基準に従

って生体観察 を行な った.

Ⅱ. 透明室観察腔開放による機械 的炎症 におけ る

微小循環の変化について



局所使用副腎皮質ステ ロイ ド剤(ベ ー ターメサゾ ン)の 施用温度 と薬効 との関係 の検討　 255

Williamsのsteel chamber法 における最大 の利

点 は生体組織観察 の経過中,必 要 に応 じて透 明室を

開 き,重 篤 な損傷 をきたさず に組織の生検,薬 物 の

注入,組 織器官 の移植 な どを行な い,引 きつ づ き生

体観察 を続行 しうることで ある.こ れ を利用 して著

者 は比較的安定 な微小循環系 を観察腔内に形成 した

後,透 明室を開 き,人 工的 に機械的刺戟によ る比較

的軽度の炎症を起 させ,そ の際見 られた微小循環系

の変化 を次の4つ の指標 によ り検討 した.す なわ ち,

①stasis(血 流のうっ滞 ないし血行停止)　 ② 血管

内赤血球凝集 現象(IEA)　 ③ 出血　④ 滲出液の4

指標 である.起 炎条件 の均一化 をはか るため,透 明

室開放時, 37℃ に加温 した生理的食塩水0.01mlを 注

入 し,対 照実験 とした.

炎症反応の推移 を経時 的にみ ると,ま ず,透 明室

閉鎖直後 よ りstasisが 起 り,や ゝ遅 れて細静脈,

毛細血管の分岐部 を中心 に諸所 に小出血斑 を見 るよ

うになる.血 行停止 が長 くつづ くと,血 小板,フ ィ

ブリン血栓が生 じ始 める. IEA現 象 は通常 やゝ遅 れ

て出現 し,滲 出液による組織の浮腫性変化は血 流の

長 く途絶 えた血管か らの血漿の流出に起因し,最 も遅

れて出現 して くるよ うである.こ れ らはAllison35)

らがear chamber法 を用 いて熱刺激で起 した炎症

過程を観察 した成績 および影 山 らがモルモ ッ トの腸

間膜 を用 いて炎症 反応時 に生ず る微小 循環動態 を直

視的に観察 し,シ ネマ トグラフ ィツクに解明 してい

る成績 と類似 した所 見である.

Ⅲ. 副腎皮質ステ ロイ ド(ベ ーターメサゾン)の

透明室 内投与にによ る局所抗炎症作用について

1949年Henchら39)がcortisone療 法が関節 リウ

マチに対 して劇的にに奏効す るこ とを立証 して以来,

副腎皮質 ステ ロイ ド剤 はその強力な抗 炎症作用 を期

待 して今 日では抗生物質 とと もに医療上欠 くことの

で きない薬剤 とな っている.ベーターメサゾンは1958

年Olivetoら37)に よ り合成 され,従 来 のステロイ ド

剤 に比 し,抗 炎症作用の著 しい増強 と電解質代謝へ

の影響が少い.す なわち,臨 床使用上望 ま しい糖質

コルチコイ ドの活性 が増強 され,副 作用 を起す鉱質

コルチコイ ド作用 が除かれたステ ロイ ド剤 と して登

場 した.

1960年 浅田18)が慢性中耳炎 に起 因す る頑固 な再発

性耳漏に対 してプ レドニ ゾロンの局所使用が有効で

あることを報告 して以来,副 腎皮質 ステ ロイ ド剤 を

耳鼻咽喉科領域 の炎症病巣へ直接使用す る方法が諸

家18)-27)によ り報告 され,今 日では広 く一般臨床で日

常診療 に用 い られてい る.通 常,薬 剤 の局所創面へ

の投与 は37℃ 前後の体温近 くに加温 された ものを用

い るのが原則で あるが,忙 が しい日常臨床では,し

ば しば,常 温ない し冷蔵庫 内 に保存 された ものを

そのま 用ゝ い ざるを得な い場合に遭遇す る.

著者 は第 Ⅰ編 にお いて,急 性中耳 炎の治療 におい

て局所投与 されたベーターメサ ゾンが投与 される時

の温度 によって必 ず しも期待す る消炎効果 をあげえ

ないことを見た.そ こで,兎耳透明室装置 を用 いて,

体温(37℃),常 温(20℃),お よび冷温(4℃)

の3条 件の薬剤 を観察腔内へ投与 して,そ れ ぞれの

抗炎症作用を比較検討 した.透 明室 内にお ける微小

循環系の変化を前述 した炎症における4つ の反応 を

指標 として観察 したが, 37℃ に加温 した場合を除き,

ベーターメサゾ ンはその強力な抗炎症作用 を減 じ,

少 なくと も, 4℃ ではほとん ど本来 の抗炎症作用 を

失 い,む しろ冷温 であることが却 って局所の微小循

環系 を障害 して,血 行静止,漏 出性 出血の増加,滲

出の増悪などを惹起 した.特 に,透 明室8で は漏出

性出血が著明にみ られ,長 時間を要 して修復,処 理

す る像 を見た.こ れ らの ことは第 Ⅰ編 の臨床統計 的

観察で急性中耳炎 の治療 に際 して,局 所投与 したベ

ーター メサゾンが使用時の温度 によ り著 しくその薬

効 を変 え,特 に冷蔵庫内に保存 した ものを直接用 い

た時,し ば しば,十 分な抗炎症効果が得 られず,治

癒が遷延 したこ とを支持す る所見 と考 えられ る.勿

論,観 察 した透明室の数が少 ないこと,観 察腔 の開

閉 に関 して,な お,技 術的な不均衡が あ り,一 定 し

ない ことな ど問題点 を残 してい るが,以 上の実験成

績でみ る限 り,注 入 した薬剤 の温度が透明室 内の微

小 循環動態 の変化 にかな り能動的な影響をおよぼ し

ている ことは確かで あると考 える.

第5章　 結 論

Williamsに よ る兎 耳透 明室装置 を用 いて,そ の

透 明室 内に微小循環系 を完成 させた後,透 明室 の開

放 を行 ない, 37℃, 20℃,お よび4℃ のベー ターメ

サ ゾンを注入 して微小循環 の変化 を観察 し,次 の結

論 を得た.

1. 37℃ のベ ーター メサゾン注入で はこの薬剤 が

本 来有す る強力 な抗炎症作用 が観察 された.

2. 20℃ のベ ーターメサゾン注入で は37℃ のベー

ターメサゾン に比 し,抗 炎症作用 は減 じ,本 来の抗

炎症作用 は十分得 られなかった.

3. 4℃ のベーターメサゾ ン注入 では予期 した抗
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炎症作 用が得 られず,冷 刺激によ ると考 え られ る著

明な炎症反応 が観察 され た.

4. 臨床的にベーターメサ ゾンを局所投与す る際

は体温(37℃)前 後に加 温 して用い るのが最 も適 当

で あると考 える.
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Using the rabbit ear steel chamber technique devised by Williams and modified by Ohsaki,

 biopharmacological reaction of topically applied cortico-steroid hormone was investigated.

Solutions of cortico-steroid hormone (beta-methasone) kept under three thermal conditions,

 e.g., 37℃, 20℃, and 4℃, respectively, were poured into steel chambers with a microsyringe,

 and the changes of microcirculation of the vascularization in the chamber were observed chro

nologically. Changes of microcirculation were stasis, hemorrhage, sludge, and exsudate; and

 were set as the criteria of grade of inflammatory process.

The results obtained were as follows:

1. Strong anti-inflammatory effects was showed by administration of beta-methasone at

 37℃.

2. Beta-methasone at 20℃ showed less anti-inflammatory action than those at 37℃.

3. Application of beta-methasone at 4℃ acted as a vigorous inflammatory agent. This

 phenomenon may be attributed to the stimulating effect of cold solutions.

Consequently, it seemed that topical application of beta-methasone was most effective when

 used at 37℃.


